
 

 

切羽前方地質予知システム（ＦＡＣＥ） 
 

 
■概 要 
山岳トンネルの設計・施工において地質は最も基本となるものですが、工事着手前に詳細な地質を知ること

は技術的・経済的に非常に困難です。このため、施工段階で切羽前方の地質を正確に予測する技術の開発は、

トンネルの合理化施工や将来のロボット化施工を実現する上で必要不可欠の課題です。 

ＦＡＣＥは、このような背景の下に「トンネルの施工サイクルに影響を与えずに正確に地質を予知できるシステ

ム」を目標に開発したもので、これから掘削する切羽前方空間に小口径ボアホールや先進導坑を設け、その展

開画像からいろいろな地質情報をリアルタイムに得ようとするものです。また、ボアホール削孔時の油圧ドリル

のデータや必要に応じボアホールを利用して行う物理探査のデータも合わせて解析することにより、切羽前方

地山の健全度評価や工学的評価をより正確に行うことができます。 

 

■用 途 
・施工中におけるトンネル切羽前方の地質予知 

・ＴＢＭ導坑先進拡幅掘削工法における導坑坑壁画像処理 

・トンネル切羽、坑壁の地質画像計測 

 

■特 長 
1.切羽前方の地質状況を可視化して直接確認できるので、従来の調

査方法よりも正確です。 
小口径ボアホール用 

2.断層や破砕帯等の施工上問題となる地質の分布がリアルタイムに

把握でき、事前に必要な対策が行えるので、安全性、経済性が大

きく向上します。 

3.調査対象によって、小口径ボアホール、先進導坑および本坑切羽

の３計測システムがあり、直径数十 mm から数十ｍ間でのいろい

ろなサイズの空間に適用できます。 

4.断層・節理等の弱面の統計量、走向傾斜、ＲＱＤ、キーブロック発

生位置等の幾何学的情報の他に、岩石の種類、風化度、湧水等

の地質情報が得られます。 

先進導坑用 

切羽用 ＦＡＣＥシステム 



■出力例 

切羽前方地質予知システム（ＦＡＣＥ） 

 

 
 
 

 

 

 

予測・鳥瞰図  
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坑壁展開画像 予測・縦断面図・平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
シュミットネット投影(LHF) 

 

■実 績 

 

■関連資料 

日本測量協会誌「測量」，No.8,1992 

センサー技術，No.4 Vol.13,1993 

土木学会第 47～50 回年次学術講演会概要集 1992～1995 
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